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コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
、 

管
理
国
家
へ
の
危
惧 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ

て
世
界
中
の
人
々
が
生
存
の
危
機

に
晒
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
経
済
的

に
も
同
様
で
あ
り
、
他
に
も
差
別
の

問
題
、
教
育
の
問
題
な
ど
多
方
面
に

そ
の
影
響
は
渡
っ
て
い
る
。
い
っ
た

い
、
い
つ
に
な
っ
た
ら
終
息
す
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
危
機
が
終
息
し
た
後
、

社
会
は
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
い
や
、
変
化
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
Ｓ
Ａ
Ｒ

Ｓ
な
ど
１
０
年
毎
に
人
類
は
危
機

に
遭
遇
し
て
い
る
。
歴
史
的
に
見
れ

ば
、
ペ
ス
ト
、
梅
毒
、
ス
ペ
イ
ン
風

邪
な
ど
、
枚
挙
に
い
と
ま
は
な
い
。

伝
染
病
を
扱
っ
た
文
学
作
品
に
は
、

ア
ル
ベ
ー
ル
・
カ
ミ
ュ
「
ペ
ス
ト
」
、

小
松
左
京
「
復
活
の
日
」
等
が
あ
る
。 

外
国
で
は
「
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
（
都

市
封
鎖
）
」
を
発
令
し
、
市
民
の
行

動
を
厳
し
く
制
限
し
て
い
る
国
も

あ
る
。
罰
則
を
伴
う
と
こ
ろ
も
あ

る
。
ま
た
、
こ
の
機
に
乗
じ
て
、
中

国
政
府
は
民
主
主
義
を
貫
こ
う
と

す
る
香
港
に
対
し
て
、
締
め
つ
け
を 
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強
化
し
て
い
る
。
緊
急
事
態
を
口
実 

に
、
国
家
が
国
民
を
厳
し
く
管
理
す 

る
管
理
国
家
・
全
体
主
義
国
家
へ
の

道
を
危
惧
す
る
。
全
体
主
義
国
家
を

描
い
た
作
品
に
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ

ー
ウ
ェ
ル
「
１
９
８
４
」
「
動
物
農

場
」
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ア
ト
ウ
ッ

ド
「
侍
女
の
物
語
」
等
が
あ
る
。 

 
⁑ 
⁑ 

⁑ 
 

❐ 

作
品
解
説 
❐ 

 

▽
ア
ル
ベ
ー
ル
・
カ
ミ
ュ
「
ペ
ス
ト
」 

 

 

  

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
オ
ラ
ン
市
で
、

あ
る
朝
、
医
師
の
リ
ウ
ー
は
鼠
の
死

体
を
い
く
つ
か
発
見
す
る
。
つ
い
で

原
因
不
明
の
熱
病
者
が
続
出
、
ペ
ス

ト
の
発
生
で
あ
る
。
外
部
と
遮
断
さ

れ
た
孤
立
状
態
の
な
か
で
、
必
死
に

「
悪
」
と
闘
う
市
民
た
ち
の
姿
を
年

代
記
風
に
淡
々
と
描
く
こ
と
で
、
人

間
性
を
蝕
む
「
不
条
理
」
と
直
面
し

た
時
に
示
さ
れ
る
人
間
の
諸
相
や
、

過
ぎ
去
っ
た
ば
か
り
の
対
ナ
チ
ス 

 

 

闘
争
で
の
体
験
を
寓
意
的
に
描
き

込
み
圧
倒
的
共
感
を
呼
ん
だ
長
編
。 

 

▽
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー
ウ
ェ
ル 

「
１
９
８
４
」 

 

１
９
５
０
年
代
に
発
生
し
た
核
戦

争
を
経
て
、
１
９
８
４
年
現
在
、
世

界
は
オ
セ
ア
ニ
ア
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
、

イ
ー
ス
タ
シ
ア
の
３
つ
の
超
大
国

に
分
割
統
治
さ
れ
て
い
る
。
作
品
の

舞
台
と
な
る
オ
セ
ア
ニ
ア
で
は
、

「
ビ
ッ
グ
・
ブ
ラ
ザ
ー
」
に
よ
っ
て

支
配
さ
れ
、
思
想
、
言
語
、
結
婚
な

ど
あ
ら
ゆ
る
市
民
生
活
に
統
制
が

加
え
ら
れ
、
物
資
は
欠
乏
し
、
市
民

は
常
に
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
行
動
が
当

局
に
よ
っ
て
監
視
さ
れ
て
い
る
。 

 

ウ
ィ
ン
ス
ト
ン
・
ス
ミ
ス
は
真
理

省
の
役
人
と
し
て
歴
史
記
録
の
改

ざ
ん
作
業
を
行
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
彼
は
以
前
か
ら
現
体
制
に
疑
問

を
抱
き
な
が
ら
仕
事
を
し
て
き
た
。

あ
る
日
、
党
の
規
則
に
反
し
た
こ
と

か
ら
「
思
想
警
察
」
に
逮
捕
さ
れ
、

「
愛
情
省
」
で
尋
問
と
拷
問
を
受
け

る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
自
分
の
思

想
・
信
念
を
徹
底
的
に
打
ち
砕
か

れ
、
党
の
思
想
を
受
け
入
れ
、
処
刑

（
銃
殺
）
さ
れ
る
日
を
思
い
な
が

ら
”
心
か
ら
”
党
を
愛
す
る
よ
う
に

な
る
。 

 

 

 

  

現
在
コ
ロ
ナ
禍
で
旅
行
に
行
け

ま
せ
ん
。
そ
ろ
そ
ろ
旅
行
に
い
き

た
い
な
あ
、
と
思
い
な
が
ら
、
早

期
の
終
息
を
願
っ
て
、
旅
行
の
本

で
も
読
み
ま
し
ょ
う
。 

 

蔵
前
仁
一
「
ゴ
ー
ゴ
ー
・
イ
ン
ド
」

（
凱
風
社
） 

  

イ
ン
ド
旅
行
記
の
バ
イ
ブ
ル
。

著
者
蔵
前
仁
一
が
描
い
た
イ
ラ
ス

ト
や
写
真
を
交
え
て
、
イ
ン
ド
旅

行
の
様
々
な
模
様
が
綴
ら
れ
て
い

る
。
１
０
日
間
の
イ
ン
ド
旅
行
後
、

「
イ
ン
ド
病
」
に
掛
か
っ
た
著
者

は
再
び
イ
ン
ド
を
訪
れ
、
イ
ン
ド

に
は
ま
っ
て
し
ま
う
。
清
濁
併
せ

呑
む
イ
ン
ド
。
混
沌
た
る
イ
ン
ド
。

そ
こ
に
は
世
界
の
縮
図
が
存
在
す

る
。
必
ず
イ
ン
ド
に
行
き
た
く
な

っ
て
し
ま
う
危
険
な
本
。 

現
在
は
「
新
ゴ
ー
ゴ
ー
・
イ
ン

ド
」（
旅
行
人
）
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
版

が
発
売
さ
れ
て
い
る
。 

 

 

 

＊
イ
ン
ド
病…

日
本
に
い
る
の
に
、

何
事
も
イ
ン
ド
と
比
較
し
、
現

状
に
違
和
感
を
覚
え
、イ
ン
ド
の

こ
と
が
頭
か
ら
離
れ
な
い
病

気
。「
イ
ン
ド
で
は
ね
え…

…

」

が
口
癖
に
な
る
。 

 

✐
✐
✐
後
記
✐
✐
✐ 

 

１
１
年
前
、
村
上
春
樹
「
１
Ｑ
８
４
」

読
了
を
契
機
に
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー
ウ

ェ
ル
「
１
９
８
４
」
を
読
ん
だ
。
後
半

の
拷
問
シ
ー
ン
を
読
ん
だ
の
が
、
ベ
ト

ナ
ム
の
ダ
ナ
ン
空
港
だ
っ
た
。
そ
こ
が

薄
暗
く
、
無
機
質
な
空
間
だ
っ
た
の

で
、
恐
怖
感
が
増
幅
さ
れ
、
本
当
に
怖

か
っ
た
。
管
理
国
家
は
あ
り
得
な
い
と

思
っ
た
。
現
在
町
中
に
監
視
カ
メ
ラ
が

設
置
さ
れ
て
い
る
が
、…

…

如
何
な
も

の
か
。 

 

⁑ 

⁑ 

⁑ 
  

２
３
年
前
、
１
ヶ
月
程
イ
ン
ド
を
旅

行
し
た
。
タ
ー
ジ
・
マ
ハ
ル
は
他
と
は

違
い
、
写
真
の
如
く
実
に
美
し
か
っ

た
。
道
端
で
飲
む
、
素
焼
き
の
カ
ッ
プ

に
入
っ
た
チ
ャ
イ
が
お
い
し
か
っ
た
。

唇
に
触
れ
る
素
焼
き
の
感
触
が
い
い
。

一
番
の
思
い
出
は
、
降
り
注
ぐ
朝
日
の

中
、
イ
ン
ド
人
に
混
じ
っ
て
、
聖
な
る

ガ
ン
ジ
ス
川
で
沐
浴
し
た
こ
と
。
遺
灰

が
流
さ
れ
、
動
物
の
遺
体
が
流
れ
、
一

方
で
、
洗
濯
を
し
て
い
る
ガ
ン
ジ
ス

川
。
そ
の
日
の
夜
か
ら
、
残
り
３
週
間
、

下
痢
に
襲
わ
れ
る
羽
目
に
は
な
っ
た

が…
…

。
ガ
ン
ジ
ス
川
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ

山
脈
か
ら
ベ
ン
ガ
ル
湾
に
、
北
か
ら
南

に
流
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
バ
ラ
ナ

シ
付
近
だ
け
は
、
南
か
ら
北
に
流
れ
て

い
る
。
僕
も
例
に
漏
れ
ず
、
帰
国
後
は

「
イ
ン
ド
で
は

ね
え…

…

」
が
口

癖
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。 
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